
主催：高知大学（高知がん診療連携協議会緩和ケア部会）

第8回多職種で考える地域連携緩和ケア研修会
この研修会は、地域医療連携をより質の高いものにしていけるよう、病院・在宅療養支援診療
所・訪問看護ステーション・薬局・居宅介護支援事業所・訪問介護事業所・施設等の地域医療連
携・在宅緩和ケアに関わる多職種の方々を対象に、集合研修形式で開催いたします。

日時：令和7年10月26日（日）

13：00～15：00（12：30～受付）

対象：緩和ケアに携わっている方、関心のある方

会場：近森病院 管理棟3階 会議室

『最期をどう迎えるか』
在宅医療におけるACPとDNARオーダーへの対応は？
本人、家族、医療者の思いのすれ違いと寄り添い、
救急・医療・介護の現場で迷わないためにどうするか。

もやもや事例を皆さんと一緒に考えてみましょう！

【司会進行】
松本 務 氏（医師：あおぞら診療所高知潮江）

【事例紹介】
長浦 英世 氏（看護師：国立病院機構高知病院）

【情報提供】
西山 謹吾 氏（医師：高知大学医学部附属病院）

「心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の

対応に関するプロトコールについて」

■申込方法■ 申込みは①または②のいずれかからお願いします。
①メールタイトルは「地域連携緩和ケア研修会参加申込」、本文に氏名、所属、職種、

メールアドレスを記入の上、メール（kanwakeabukai@kochi-u.ac.jp）で
お申し込みください。
②右記、QRコードを読み取り必要事項を入力ください。

後日、送信いただきましたアドレス宛に研修会の招待メールを
お送りします。
※10月23日（木）12：00までに招待メールが届かない場合は、
下記の問合せ先までお電話でお問い合わせください。
※公共交通機関でお越しください。

要事前申込＜締切：10/20（月）17：00＞

■問合せ先■ 高知大学医学部附属病院 緩和ケアセンター
TEL:088-888-2064（9：00～17：00/土日祝休業）


